
（様式２）

学校名： 仙台大学 54時間

課程名： 乳幼児運動あそび指導者育成プログラム 90%

分類 科目名 配当年次 授業時数 企業等 双方向 実務家 実地 担当教員・実務家名 教員・実務家の所属

【1.子どもの健康領域】

必修 子どもの生活と健康(健康課題) 3 金　賢植 仙台大学体育学部

必修
保育実践の活かし方
(運動あそびの意義) 3 〇 〇

原田健次
仰　一成

仙台大学体育学部
(株)ウエルネス

【2.運動あそびの実践】

必修 仲間づくりあそび① 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

必修 仲間づくりあそび② 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

必修 仲間づくりあそび③ 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

必修 日本と東欧の幼児運動指導 3 〇
原田健次
ｾﾍﾞﾂ・ｱﾘｰﾅ

仙台大学体育学部

必修
サーキットあそび
(マット、跳び箱、鉄棒) 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

必修 親子体操 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

【3.保育現場の運動会】

必修
運動会の保育的意義
(企画と運営) 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

【4.運動あそび実践の評価】

必修 組織的観察分析を用いた省察 3 川戸湧也 仙台大学体育学部

必修 研究協議 3 〇 〇 原田健次 仙台大学体育学部

【5.フィールドワーク】

必修 フィールドワーク・振り返り 24 〇 〇 〇 原田健次 仙台大学体育学部

【6.評価】

必修 運動実践の成果発表 3 〇 原田健次 仙台大学体育学部

合計： 13科目 時間

＊申請する課程で受講可能な全ての科目について記入してください。

＊「企業等」、「双方向」、「実務家」、「実地」の欄に○を付けた科目については、要件に該当することを明記したシラバス
を添付してください。

授業科目の概要について

要件該当授業時数：

要件該当授業時数／総授業時数：

60


